
(57)【要約】

【課題】　低温時においても燃料フィルタが目詰まりを

引き起こさないリターン環流バルブを提供すること。

【解決手段】　燃料タンクとエンジンとを連通する燃料

供給通路と、エンジンと燃料タンクとを連通するリター

ン通路と、前記燃料供給通路と前記リターン通路とを連

通する連絡通路と、前記燃料供給通路内に設けられる温

度感応変位手段と、該温度感応変位手段に連動し前記連

絡通路を開閉する開閉弁を有するリターン環流バルブで

あって、

　前記開閉弁は、前記燃料供給通路内の燃料温度が所定

値以上の時、前記連絡通路を閉鎖し、前記燃料供給通路

内の燃料温度が所定値以下の時、前記連絡通路を開放し

て前記リターン通路の燃料の一部を前記燃料タンクから

の燃料と共に燃料フィルタを介して前記エンジンに供給

するリターン環流バルブ。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 燃 料 タ ン ク と エ ン ジ ン と を 連 通 す る 燃 料 供 給 通 路 と 、 エ ン ジ ン と 燃 料 タ ン ク と を 連 通 す
る リ タ ー ン 通 路 と 、 前 記 燃 料 供 給 通 路 と 前 記 リ タ ー ン 通 路 と を 連 通 す る 連 絡 通 路 と 、 前 記
燃 料 供 給 通 路 内 に 設 け ら れ る 温 度 感 応 変 位 手 段 と 、 該 温 度 感 応 変 位 手 段 に 連 動 し 前 記 連 絡
通 路 を 開 閉 す る 開 閉 弁 を 有 す る リ タ ー ン 環 流 バ ル ブ で あ っ て 、
　 前 記 開 閉 弁 は 、 前 記 燃 料 供 給 通 路 内 の 燃 料 温 度 が 所 定 値 以 上 の 時 、 前 記 連 絡 通 路 を 閉 鎖
し 、 前 記 燃 料 供 給 通 路 内 の 燃 料 温 度 が 所 定 値 以 下 の 時 、 前 記 連 絡 通 路 を 開 放 し て 前 記 リ タ
ー ン 通 路 の 燃 料 の 一 部 を 前 記 燃 料 タ ン ク か ら の 燃 料 と 共 に 燃 料 フ ィ ル タ を 介 し て 前 記 エ ン
ジ ン に 供 給 す る こ と を 特 徴 と す る リ タ ー ン 環 流 バ ル ブ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 温 度 感 応 変 位 手 段 は 、 バ イ メ タ ル で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の リ タ ー ン
環 流 バ ル ブ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 開 閉 弁 は 、 ピ ン 形 状 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の リ タ ー ン 環
流 バ ル ブ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 リ タ ー ン 環 流 バ ル ブ は 、 前 記 燃 料 フ ィ ル タ と 一 体 に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ な い し ３ い ず れ か 一 記 載 の リ タ ー ン 環 流 バ ル ブ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 リ タ ー ン 環 流 バ ル ブ は 、 自 動 車 用 燃 料 系 に 用 い ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な
い し ４ い ず れ か 一 記 載 の リ タ ー ン 環 流 バ ル ブ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 願 発 明 は 、 リ タ ー ン 環 流 バ ル ブ 、 例 え ば 自 動 車 等 の エ ン ジ ン に 供 給 し た 余 剰 燃 料 の 一
部 を 、 燃 料 タ ン ク と エ ン ジ ン と を 連 通 す る 燃 料 供 給 通 路 に 戻 す こ と が で き る リ タ ー ン 環 流
バ ル ブ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 自 動 車 用 燃 料 系 の リ タ ー ン 環 流 バ ル ブ と し て 図 ５ に 示 す も の が 知 ら れ て い る 。 エ
ン ジ ン ２ に は 、 燃 料 タ ン ク ３ の 燃 料 が 燃 料 供 給 通 路 ５ を 介 し て 常 時 必 要 以 上 の 量 が 供 給 さ
れ 、 余 剰 燃 料 は リ タ ー ン 通 路 ６ よ り 燃 料 タ ン ク ３ に 戻 さ れ て い る 。 図 ５ に 示 す リ タ ー ン 環
流 バ ル ブ １ は 、 エ ン ジ ン ２ と 燃 料 タ ン ク ３ と の 間 に 図 に 示 す よ う な 形 態 で 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 リ タ ー ン 環 流 バ ル ブ １ は 、 燃 料 タ ン ク ３ と 燃 料 フ ィ ル タ ４ と を 連 結 し 、 燃 料 タ ン ク ３ の
燃 料 を 白 抜 き 矢 印 （ １ ） で 示 す よ う に 燃 料 フ ィ ル タ ４ を 介 し て エ ン ジ ン ２ に 送 る 燃 料 供 給
通 路 ５ と 、 該 エ ン ジ ン ２ の 余 剰 燃 料 を 燃 料 タ ン ク ３ に 戻 す た め の リ タ ー ン 通 路 ６ と 、 燃 料
供 給 通 路 ５ と リ タ ー ン 通 路 ６ と を 連 通 す る 連 絡 通 路 ７ を 有 し 、 リ タ ー ン 通 路 ６ と 連 絡 通 路
７ と の 合 流 部 に は 環 状 室 ８ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 環 状 室 ８ に は 、 リ タ ー ン 側 ノ ズ ル ８ ａ 及 び 連 絡 通 路 側 ノ ズ ル ８ ｂ が 対 向 し て 設 け ら れ 、
リ タ ー ン 側 ノ ズ ル ８ ａ 及 び 連 絡 通 路 側 ノ ズ ル ８ ｂ 間 に は 、 複 数 の 狭 持 片 ９ に よ り 外 周 を 狭
持 さ れ る 円 盤 状 の バ イ メ タ ル １ ０ が 配 置 さ れ て お り 、 該 バ イ メ タ ル １ ０ は 湾 曲 形 状 を し て
お り 、 燃 料 の 温 度 が 所 定 値 以 下 に な る と 図 に 示 す よ う に 上 方 に 湾 曲 し 、 リ タ ー ン 側 ノ ズ ル
８ ａ を 閉 鎖 し 、 連 絡 通 路 側 ノ ズ ル ８ ｂ を 開 放 す る 。 そ し て 、 燃 料 の 温 度 が 所 定 値 以 上 に な
る と 反 対 の 下 方 側 に 湾 曲 し 、 リ タ ー ン 側 ノ ズ ル ８ ａ を 開 放 し 、 連 絡 通 路 側 ノ ズ ル ８ ｂ を 閉
鎖 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 に 示 す 燃 料 の 温 度 が 所 定 値 以 下 の 場 合 に は 、 エ ン ジ ン ２ か ら の 余 剰 燃 料 は 黒 塗 り 矢 印
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（ ２ ） か ら 環 状 室 ８ に 入 り 黒 塗 り 矢 印 （ ３ ） 、 （ ４ ） に 示 す よ う に そ の 全 量 が 連 絡 通 路 側
ノ ズ ル ８ ｂ 及 び 連 絡 通 路 ７ を 介 し て 燃 料 供 給 通 路 ５ に 流 れ 、 エ ン ジ ン ２ に 送 る 燃 料 を 加 熱
す る 。 そ の た め 、 エ ン ジ ン ２ の 暖 機 運 転 が 良 好 に 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 エ ン ジ ン ２ の 暖 機 運 転 が 良 好 に 行 わ れ 、 エ ン ジ ン ２ が 暖 ま る と 燃 料 タ ン ク ３ に 戻 さ れ る
余 剰 燃 料 の 温 度 が 高 く な り 所 定 値 以 上 に な る と 環 状 室 ８ の バ イ メ タ ル １ ０ は 、 下 方 側 に 湾
曲 し リ タ ー ン 側 ノ ズ ル ８ ａ を 開 放 し 、 連 絡 通 路 側 ノ ズ ル ８ ｂ を 閉 鎖 す る 。 そ の た め 、 燃 料
は 破 線 の 黒 塗 り 矢 印 （ ５ ） 、 （ ６ ） に 示 す よ う に そ の 全 量 が リ タ ー ン 側 ノ ズ ル ８ ａ 及 び リ
タ ー ン 通 路 ６ を 介 し て 燃 料 タ ン ク ３ に 戻 さ れ る 。 そ の 結 果 、 加 熱 さ れ た 燃 料 が エ ン ジ ン ２
に 送 ら れ な い た め 、 エ ン ジ ン ２ の 過 度 の 温 度 上 昇 を 防 止 す る こ と が で き る （ 特 許 文 献 １ 参
照 ） 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の よ う に 従 来 の も の は 、 燃 料 の 温 度 が 所 定 値 よ り 高 く な る と リ タ ー ン 燃 料 の 全 て が リ
タ ー ン 通 路 ６ を 介 し て 燃 料 タ ン ク ３ に 戻 さ れ る た め 、 切 り 換 え 直 後 は 燃 料 タ ン ク ３ 内 の 加
熱 さ れ て い な い 燃 料 が 燃 料 供 給 通 路 ５ よ り 燃 料 フ ィ ル タ ４ を 介 し て エ ン ジ ン ２ に 供 給 さ れ
る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 と こ ろ で 、 エ ン ジ ン ２ の 燃 料 で あ る 軽 油 等 は 、 温 度 が 略 － ５ ℃ 以 下 に な る と 軽 油 中 の ワ
ッ ク ス が 析 出 す る こ と が 知 ら れ て い る 。 そ の た め 、 外 気 温 が 略 － ５ ℃ 以 下 に な る 寒 冷 地 で
上 記 従 来 の リ タ ー ン 環 流 バ ル ブ １ を 使 用 し た 場 合 、 燃 料 の 温 度 が 所 定 値 よ り 高 く な り リ タ
ー ン 燃 料 の 全 て が リ タ ー ン 通 路 ６ を 介 し て 燃 料 タ ン ク ３ に 戻 さ れ る 切 り 換 え 直 後 か ら の し
ば ら く の 間 は 、 略 － ５ ℃ 以 下 の 燃 料 と 共 に 析 出 さ れ た ワ ッ ク ス が 燃 料 供 給 通 路 ５ を 介 し て
燃 料 フ ィ ル タ ４ に 送 ら れ る こ と に な る 。 す る と ワ ッ ク ス が 燃 料 フ ィ ル タ ４ の 表 面 に 付 着 し
燃 料 フ ィ ル タ ４ が 目 詰 ま り を 引 き 起 こ す と い う 問 題 が 発 生 す る 。
【 特 許 文 献 １ 】 独 特 許 第 ３ ４ ２ ７ ３ ９ ６ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 願 発 明 の 目 的 は 、 エ ン ジ ン の 暖 機 運 転 を 良 好 に す る と と も に 、 低 温 時 に お い て も 燃 料
フ ィ ル タ が 目 詰 ま り を 引 き 起 こ さ な い リ タ ー ン 環 流 バ ル ブ を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 願 発 明 は 以 下 の 構 成 を 採 用 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 １ に 係 る 発 明 で は 、 燃 料 タ ン ク と エ ン ジ ン と を 連 通 す る 燃 料 供 給 通 路 と 、 エ ン ジ
ン と 燃 料 タ ン ク と を 連 通 す る リ タ ー ン 通 路 と 、 前 記 燃 料 供 給 通 路 と 前 記 リ タ ー ン 通 路 と を
連 通 す る 連 絡 通 路 と 、 前 記 燃 料 供 給 通 路 内 に 設 け ら れ る 温 度 感 応 変 位 手 段 と 、 該 温 度 感 応
変 位 手 段 に 連 動 し 前 記 連 絡 通 路 を 開 閉 す る 開 閉 弁 を 有 す る リ タ ー ン 環 流 バ ル ブ で あ っ て 、
前 記 開 閉 弁 は 、 前 記 燃 料 供 給 通 路 内 の 燃 料 温 度 が 所 定 値 以 上 の 時 、 前 記 連 絡 通 路 を 閉 鎖 し
、 前 記 燃 料 供 給 通 路 内 の 燃 料 温 度 が 所 定 値 以 下 の 時 、 前 記 連 絡 通 路 を 開 放 し て 前 記 リ タ ー
ン 通 路 の 燃 料 の 一 部 を 前 記 燃 料 タ ン ク か ら の 燃 料 と 共 に 燃 料 フ ィ ル タ を 介 し て 前 記 エ ン ジ
ン に 供 給 す る 構 成 で あ り 、 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 で は 、 前 記 温 度 感 応 変 位 手 段 は 、 バ イ メ タ
ル で あ る 構 成 で あ り 、 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 で は 、 前 記 開 閉 弁 は 、 ピ ン 形 状 か ら な る 構 成 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ４ に 係 る 発 明 で は 、 前 記 リ タ ー ン 環 流 バ ル ブ は 、 前 記 燃 料 フ ィ ル タ と 一 体 に 形 成
さ れ る 構 成 で あ り 、 請 求 項 ５ に 係 る 発 明 で は 、 前 記 リ タ ー ン 環 流 バ ル ブ は 、 自 動 車 用 燃 料
系 に 用 い ら れ る 構 成 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 そ し て こ れ ら の 構 成 に よ り 、 外 気 温 が 略 － ５ ℃ 以 下 に な る 寒 冷 地 で あ っ て も 、 燃 料 タ ン
ク か ら 送 ら れ る 燃 料 の 温 度 が 所 定 値 、 例 え ば 略 ２ ０ ℃ 以 下 の 場 合 、 常 に リ タ ー ン 燃 料 の 一
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部 が 混 合 さ れ て 燃 料 フ ィ ル タ に 送 ら れ る た め 、 燃 料 か ら ワ ッ ク ス が 析 出 さ れ た ま ま 燃 料 フ
ィ ル タ に 供 給 さ れ る こ と は な く な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 １ ～ ３ に 係 る 発 明 で は 、 燃 料 供 給 通 路 内 の 燃 料 温 度 が 所 定 値 以 上 の 時 、 連 絡 通 路
を 閉 鎖 し 、 所 定 値 以 下 の 時 に は 連 絡 通 路 を 開 放 し て リ タ ー ン 通 路 の 燃 料 の 一 部 を 燃 料 タ ン
ク か ら の 燃 料 と 共 に 燃 料 フ ィ ル タ を 介 し て エ ン ジ ン に 供 給 す る こ と に よ り 、 例 え 外 気 温 が
略 － ５ ℃ 以 下 に な る 寒 冷 地 で あ っ て も 、 エ ン ジ ン の 暖 機 運 転 は 良 好 に 行 わ れ る と と も に 、
燃 料 か ら ワ ッ ク ス が 析 出 さ れ た ま ま 燃 料 フ ィ ル タ に 供 給 さ れ る こ と は な く な る た め 、 ワ ッ
ク ス に よ る 燃 料 フ ィ ル タ の 目 詰 ま り を 防 止 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 燃 料 フ ィ ル タ は
勿 論 の こ と 、 エ ン ジ ン の 信 頼 性 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ４ に 係 る 発 明 で は 、 リ タ ー ン 環 流 バ ル ブ を 燃 料 フ ィ ル タ と 一 体 に 形 成 す る こ と に
よ り 、 リ タ ー ン 環 流 バ ル ブ の 配 置 を 特 に 考 慮 す る 必 要 が な く な る と と も に 、 部 品 点 数 を 低
減 す る こ と が で き 、 更 に は 生 産 コ ス ト を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ５ に 係 る 発 明 で は 、 リ タ ー ン 環 流 バ ル ブ を 自 動 車 用 燃 料 系 に 用 い る こ と に よ り 、
燃 料 フ ィ ル タ が 目 詰 ま り し 自 動 車 が エ ン ス ト を 引 き 起 こ す よ う な 弊 害 を 防 止 す る こ と が で
き る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ に リ タ ー ン 環 流 バ ル ブ が 組 み 込 ま れ た 燃 料 供 給 系 の 概 略 図 を 示 し 、 図 ２ に 燃 料 温 度
が 低 い 場 合 の リ タ ー ン 環 流 バ ル ブ の 拡 大 断 面 図 を 示 し 、 図 ３ に 燃 料 温 度 が 高 い 場 合 の リ タ
ー ン 環 流 バ ル ブ の 拡 大 断 面 図 示 す 。 本 願 発 明 の リ タ ー ン 環 流 バ ル ブ は 、 ど の よ う な 用 途 の
燃 料 系 に 用 い ら れ る も の で も 良 い が 、 以 下 に お い て は 、 自 動 車 用 の 燃 料 系 に 用 い ら れ る も
の に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 エ ン ジ ン ２ ０ に は 、 燃 料 タ ン ク ２ １ の 燃 料 が 図 示 し な い ポ ン プ に よ り 燃 料 供 給 通 路 ２ ３
及 び 燃 料 フ ィ ル タ ２ ２ を 介 し て 常 時 必 要 以 上 の 量 が 供 給 さ れ 、 余 剰 燃 料 は リ タ ー ン 通 路 ２
４ よ り 燃 料 タ ン ク ２ １ に 戻 さ れ て い る 。 リ タ ー ン 環 流 バ ル ブ ３ ０ は 、 エ ン ジ ン ２ ０ と 燃 料
タ ン ク ３ と の 間 に 図 １ に 示 す よ う な 形 態 で 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 リ タ ー ン 環 流 バ ル ブ ３ ０ は 、 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に バ ル ブ 本 体 ３ １ と 、 ス ペ ー サ 部
材 ４ ０ と 、 シ ー ト 部 材 ５ ０ と 、 バ イ メ タ ル ６ ０ と 、 開 閉 弁 ６ ５ 等 か ら 形 成 さ れ る 。 バ ル ブ
本 体 ３ １ は 、 リ タ ー ン 環 流 バ ル ブ ３ ０ の 外 郭 等 を 形 成 す る ア ル ミ 製 の 部 材 で あ り 、 そ の 上
部 に は リ タ ー ン 通 路 部 ３ ２ が 形 成 さ れ る と と も に 、 そ の 両 端 部 に は 管 部 材 ３ ３ が 圧 入 さ れ
、 リ タ ー ン 通 路 部 ３ ２ と 管 部 材 ３ ３ と で リ タ ー ン 通 路 ２ ４ の 一 部 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 バ ル ブ 本 体 ３ １ の 中 央 部 に は 、 下 方 が 開 放 し た 環 状 溝 ３ ４ が 形 成 さ れ 、 更 に 該 環
状 溝 ３ ４ に は 径 方 向 で 且 つ 前 記 リ タ ー ン 通 路 部 ３ ２ に 平 行 な 燃 料 供 給 通 路 部 ３ ５ が 形 成 さ
れ る と と も に 、 そ の 両 端 部 に は 管 部 材 ３ ６ が 圧 入 さ れ 、 燃 料 供 給 通 路 部 ３ ５ と 管 部 材 ３ ６
と で 燃 料 供 給 通 路 ２ ３ の 一 部 を 形 成 す る 。 環 状 溝 ３ ４ と リ タ ー ン 通 路 部 ３ ２ と の 間 に は 余
剰 燃 料 の 一 部 を 環 状 溝 ３ ４ 内 に 導 入 可 能 な 細 孔 の 連 絡 通 路 ３ ７ が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 前 記 ス ペ ー サ 部 材 ４ ０ は 、 環 状 溝 ３ ４ の 内 径 よ り 若 干 小 さ い 外 径 を 有 す る 底 部 ４ １ と 、
該 底 部 ４ １ の 外 径 よ り 小 さ い 外 径 を 有 す る 円 筒 部 ４ ２ と 、 図 に お い て 円 筒 部 ４ ２ の 下 方 に
延 設 し 、 円 筒 部 ４ ２ の 外 径 と 同 じ 外 径 で 且 つ 内 径 が 大 き い 先 端 円 筒 部 ４ ３ と を 有 す る 下 方
が 開 放 し た ア ル ミ 製 の 円 筒 状 部 材 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ス ペ ー サ 部 材 ４ ０ に は 、 図 に 示 す よ う に 底 部 ４ １ の 上 面 か ら 円 筒 部 ４ ２ の 外 周 面 の 窪 み
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４ ５ に か け て 余 剰 燃 料 を 燃 料 供 給 通 路 部 ３ ５ に 戻 す た め の 細 孔 の 連 絡 路 ４ ４ が 設 け ら れ 、
更 に 円 筒 部 ４ ２ と 先 端 円 筒 部 ４ ３ に か け て 燃 料 タ ン ク ２ １ の 燃 料 を エ ン ジ ン ２ ０ に 送 る た
め の 横 長 の 穴 ４ ６ が 同 一 円 周 上 に ３ 個 設 け ら れ る 。 ま た 、 底 部 ４ １ の 中 央 に は 、 上 下 方 向
に 貫 通 し 後 記 の 開 閉 弁 ６ ５ を 挿 通 す る た め の 弁 孔 ４ ７ が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 前 記 シ ー ト 部 材 ５ ０ は 、 環 状 溝 ３ ４ の 内 径 よ り 若 干 小 さ く 且 つ ス ペ ー サ 部 材 ４ ０ の 底 部
４ １ の 外 径 と 同 じ 外 径 を 有 す る 円 筒 体 部 ５ １ と 、 該 円 筒 体 部 ５ １ の 下 端 部 に 水 平 に 張 り 出
し て 形 成 さ れ る フ ラ ン ジ ５ ２ と 、 円 筒 体 部 ５ １ の 上 面 に 立 設 さ れ 且 つ ス ペ ー サ 部 材 ４ ０ の
先 端 円 筒 部 ４ ３ の 内 径 よ り は 若 干 小 さ い 外 径 を 有 す る 環 状 突 起 ５ ３ と を 有 す る 上 方 が 開 放
し た ア ル ミ 製 の 略 円 筒 状 部 材 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 シ ー ト 部 材 ５ ０ の 環 状 突 起 ５ ３ に は 、 そ の 頂 面 か ら 下 方 に か け て 同 一 円 周 上 に 横 長 な ３
個 の 凹 部 ５ ４ が 形 成 さ れ 、 環 状 突 起 ５ ３ の 外 周 上 に ス ペ ー サ 部 材 ４ ０ の 先 端 円 筒 部 ４ ３ が
圧 入 さ れ た と き に は 該 ３ 個 の 凹 部 ５ ４ は ス ペ ー サ 部 材 ４ ０ の ３ 個 の 穴 ４ ６ に 合 致 し 、 燃 料
の 流 出 入 口 を 形 成 す る 。 ま た 、 円 筒 体 部 ５ １ の 外 周 に は 燃 料 シ ー ル 用 の Ｏ リ ン グ ５ ５ が 配
設 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 前 記 バ イ メ タ ル ６ ０ は 、 温 度 に よ り 変 形 す る 円 盤 状 の 感 応 変 位 手 段 で あ り 、 燃 料 の 温 度
が 上 昇 す る 場 合 、 例 え ば ３ ０ ℃ 以 上 に な る と 図 ３ に 示 す よ う に 上 方 へ 略 ０ ． ５ ｍ ｍ 湾 曲 し
、 燃 料 の 温 度 が 下 降 す る 場 合 、 例 え ば ２ ０ ℃ 以 下 に な る と 図 ２ に 示 す よ う に 下 方 へ 略 ０ ．
５ ｍ ｍ 湾 曲 す る 性 質 、 即 ち 、 ２ ０ ℃ 及 び ３ ０ ℃ の ２ つ の 変 位 温 度 を 有 し て い る 。 別 言 す れ
ば 、 温 度 が 上 昇 す る 場 合 と 下 降 す る 場 合 と で １ ０ ℃ の ヒ ス テ リ シ ス を 有 し て い る 。 そ し て
、 ス ペ ー サ 部 材 ４ ０ の 先 端 円 筒 部 ４ ３ が シ ー ト 部 材 ５ ０ の 環 状 突 起 ５ ３ の 外 周 上 に 圧 入 さ
れ る 際 該 バ イ メ タ ル ６ ０ は 、 シ ー ト 部 材 ５ ０ の 環 状 突 起 ５ ３ の 先 端 部 と 、 ス ペ ー サ 部 材 ４
０ の 先 端 円 筒 部 ４ ３ 内 周 面 と 円 筒 部 ４ ２ 内 周 面 と の 間 に 形 成 さ れ る 段 部 ５ ６ と で 狭 持 さ れ
る 。 な お 、 バ イ メ タ ル ４ ０ の 変 位 温 度 は ヒ ス テ リ シ ス を 有 す る も の と し て 説 明 し た が 、 ヒ
ス テ リ シ ス を 有 し な い も の で も よ い し 、 変 位 温 度 は 本 願 発 明 の 作 用 効 果 を 奏 す る 範 囲 内 で
必 要 に 応 じ て 適 宜 可 変 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 バ イ メ タ ル ６ ０ が ス ペ ー サ 部 材 ４ ０ と シ ー ト 部 材 ５ ０ と で 狭 持 さ れ る 際 、 ピ ン 形 状 の 開
閉 弁 ６ ５ が そ の 弁 頭 ６ ５ ａ を バ イ メ タ ル ６ ０ に 当 接 し 、 弁 軸 ６ ５ ｂ を ス ペ ー サ 部 材 ４ ０ の
弁 孔 ４ ７ に 挿 通 す る 形 態 で 配 置 さ れ る と と も に 、 ス ペ ー サ 部 材 ４ ０ と 弁 頭 ６ ５ ａ と の 間 に
は ス プ リ ン グ ６ ６ が 介 在 し 開 閉 弁 ６ ５ を バ イ メ タ ル ６ ０ 方 向 に 押 圧 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 リ タ ー ン 環 流 バ ル ブ ３ ０ の 組 み 立 て は 以 下 の よ う に 行 わ れ る 。 ま ず 、 バ ル ブ 本 体 ３ １ の
リ タ ー ン 通 路 部 ３ ２ に 管 部 材 ３ ３ を 圧 入 し 、 燃 料 供 給 通 路 部 ３ ５ に 管 部 材 ３ ６ を 圧 入 し た
も の を 用 意 し て お く 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 次 い で 、 ス ペ ー サ 部 材 ４ ０ と シ ー ト 部 材 ５ ０ と を 一 体 に 組 み 立 て る 。 そ の 組 み 立 て は 次
の よ う に 行 わ れ る 。 ま ず 、 ス ペ ー サ 部 材 ４ ０ を 開 放 端 を 上 に し て 置 き 、 弁 孔 ４ ７ の 回 り に
ス プ リ ン グ ６ ６ を 載 置 し 、 開 閉 弁 ６ ５ の 弁 軸 ６ ５ ｂ を ス プ リ ン グ ６ ６ が 底 部 ４ １ と 弁 頭 ６
５ ａ と の 間 に 介 在 す る よ う に し て 挿 通 す る 。 そ の 後 、 先 端 円 筒 部 ４ ３ 内 周 面 と 円 筒 部 ４ ２
内 周 面 と の 間 に 形 成 さ れ る 段 部 ５ ６ に バ イ メ タ ル ６ ０ を 載 置 す る 。 な お 、 バ イ メ タ ル ６ ０
を 載 置 す る 際 、 湾 曲 方 向 を 気 に す る こ と な く 載 置 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 そ の 後 、 先 端 円 筒 部 ４ ３ の 内 周 面 に シ ー ト 部 材 ５ ０ の 環 状 突 起 ５ ３ の 外 周 面 が 当 接 す る
よ う に ス ペ ー サ 部 材 ４ ０ に シ ー ト 部 材 ５ ０ を 圧 入 し 、 段 部 ５ ６ と 環 状 突 起 ５ ３ の 先 端 部 と
で バ イ メ タ ル ６ ０ を 狭 持 す る 。 ス ペ ー サ 部 材 ４ ０ と シ ー ト 部 材 ５ ０ と が 一 体 化 さ れ た 後 に
は 、 内 部 に 内 部 空 間 ６ ８ が 形 成 さ れ る と と も に 、 内 部 空 間 ６ ８ は 穴 ４ ６ を 介 し て 外 周 上 の
窪 み ４ ５ と 連 通 す る 。
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【 ０ ０ ３ ０ 】
　 次 い で 、 一 体 に し た ス ペ ー サ 部 材 ４ ０ 及 び シ ー ト 部 材 ５ ０ を バ ル ブ 本 体 ３ １ の 環 状 溝 ３
４ 内 に 挿 入 し 、 フ ラ ン ジ ５ ２ を ２ 本 の ビ ス ６ ７ に よ り 締 め 付 け 固 定 す る 。 そ の 場 合 、 円 筒
体 部 ５ １ の 外 周 に Ｏ リ ン グ ５ ５ が 取 り 付 け ら れ て い る た め 、 燃 料 の 漏 れ は 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 組 み 付 け 後 の 燃 料 の 流 れ に つ い て 説 明 す る 。 燃 料 タ ン ク ２ １ 内 の 燃 料 の 温 度 が 上 昇 す る
方 向 に あ り 、 そ の 温 度 が ３ ０ ℃ 以 上 に な る と バ イ メ タ ル ６ ０ は 図 ３ に 示 す よ う に 上 に 湾 曲
し （ な お 、 組 み 付 け 時 に 上 に 湾 曲 し た 状 態 に あ れ ば 変 位 し な い 。 ） 、 開 閉 弁 ６ ５ の 弁 軸 ６
５ ｂ の 先 端 は 、 連 絡 通 路 ３ ７ を 閉 鎖 す る 。 す る と 、 燃 料 タ ン ク ２ １ か ら の 燃 料 は 、 図 ３ に
示 す よ う に 白 抜 き 矢 印 （ １ ） 、 内 部 空 間 ６ ８ 内 で の 白 抜 き 矢 印 （ ２ ） 、 （ ３ ） 、 及 び 白 抜
き 矢 印 （ ４ ） よ り 燃 料 フ ィ ル タ ２ ２ を 経 て エ ン ジ ン ２ ０ に 供 給 さ れ る 。 エ ン ジ ン ２ ０ か ら
の 余 剰 燃 料 は 、 連 絡 通 路 ３ ７ を 介 し て 内 部 空 間 ６ ８ に 戻 る こ と な く 黒 塗 り 矢 印 （ ５ ） で 示
す よ う に そ の 全 量 は 燃 料 タ ン ク ２ １ に 戻 る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 外 気 温 等 の 変 化 に よ り 燃 料 タ ン ク ２ １ 内 の 燃 料 の 温 度 が ３ ０ ℃ 以 上 よ り 下 が り ２ ０ ℃ 以
下 に な る と バ イ メ タ ル ６ ０ は 図 ２ に 示 す よ う に 下 に 湾 曲 し （ な お 、 組 み 付 け 時 に 下 に 湾 曲
し た 状 態 に あ れ ば 変 位 し な い 。 ） 、 開 閉 弁 ６ ５ は 自 重 並 び に ス プ リ ン グ ６ ６ の 作 用 に よ り
下 動 し 、 弁 軸 ６ ５ ｂ の 先 端 は 連 絡 通 路 ３ ７ を 開 放 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 す る と 燃 料 タ ン ク ２ １ か ら の 燃 料 は 、 図 ２ に 示 す よ う に 白 抜 き 矢 印 （ １ ） 、 内 部 空 間 ６
８ 内 で の 白 抜 き 矢 印 （ ２ ） 、 （ ３ ） 、 及 び 白 抜 き 矢 印 （ ４ ） よ り 燃 料 フ ィ ル タ ２ ２ を 経 て
エ ン ジ ン ２ ０ に 供 給 さ れ る 。 エ ン ジ ン ２ ０ か ら の 余 剰 燃 料 は 黒 塗 り の 矢 印 （ ８ ） で 示 す よ
う に リ タ ー ン 通 路 部 ３ ２ を 介 し て 燃 料 タ ン ク ２ １ に 戻 さ れ る が 、 開 閉 弁 ６ ５ は 連 絡 通 路 ３
７ を 開 放 し て い る の で リ タ ー ン 通 路 部 ３ ２ を 流 れ る 余 剰 燃 料 の 一 部 は 連 絡 通 路 ３ ７ （ 黒 塗
り の 矢 印 （ ５ ） ） 、 連 絡 路 ４ ４ （ 黒 塗 り の 矢 印 （ ６ ） ） 及 び 窪 み ４ ５ を 介 し て 管 部 材 ３ ６
（ 黒 塗 り の 矢 印 （ ７ ） ） に 流 入 し 、 白 抜 き 矢 印 （ ４ ） の 燃 料 と 混 合 す る 。 そ の 結 果 、 加 熱
さ れ た 燃 料 が 燃 料 フ ィ ル タ ２ ２ を 介 し て エ ン ジ ン ２ ０ に 送 ら れ 、 エ ン ジ ン ２ ０ の 暖 機 運 転
が 良 好 に 行 わ れ る と と も に 、 例 え ば 、 寒 冷 地 等 で 外 気 温 が ワ ッ ク ス が 析 出 す る 略 － ５ ℃ 以
下 の 時 に も 燃 料 フ ィ ル タ ２ ２ に 送 ら れ る 燃 料 は ワ ッ ク ス が 析 出 す る 温 度 以 上 に な る た め 、
ワ ッ ク ス に よ り 燃 料 フ ィ ル タ ２ ２ が 目 詰 ま り す る こ と は な く な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ４ に 燃 料 温 度 が 低 い 場 合 の リ タ ー ン 環 流 バ ル ブ の 変 形 例 を 示 す 。 こ の 例 の も の は リ タ
ー ン 環 流 バ ル ブ ３ ０ と 燃 料 フ ィ ル タ ７ ０ と を 一 体 に し た も の で あ る 。 な お 、 リ タ ー ン 環 流
バ ル ブ ３ ０ は 、 図 １ 乃 至 図 ３ の も の と 同 じ も の で あ る の で 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ こ で 説 明 す る 燃 料 フ ィ ル タ ７ ０ は 上 記 し た 燃 料 フ ィ ル タ ２ ２ と 実 質 的 に 同 じ も の で あ
る 。 燃 料 フ ィ ル タ ７ ０ は 、 ケ ー ス 部 ７ １ と 蓋 部 ７ ２ よ り な る 。 ケ ー ス 部 ７ １ は 上 方 開 放 の
円 筒 部 材 で あ り 、 内 部 上 方 に エ レ メ ン ト ７ ３ が 取 り 付 け ら れ 、 該 エ レ メ ン ト ７ ３ の 下 方 に
は 下 部 空 間 ７ ４ が 形 成 さ れ る 。 ま た 、 前 記 エ レ メ ン ト ７ ３ の 中 心 部 に は 管 状 部 材 ７ ５ が 垂
下 さ れ て お り 、 リ タ ー ン 環 流 バ ル ブ ３ ０ と 下 部 空 間 ７ ４ と を 連 通 す る 。 前 記 下 部 空 間 ７ ４
は 燃 料 中 の 水 等 を 分 離 貯 留 す る た め の 空 間 で あ り 、 必 要 に 応 じ て 図 示 し な い 水 位 セ ン サ 及
び ド レ ン コ ッ ク が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 蓋 部 ７ ２ は 、 ケ ー ス 部 ７ １ 内 に エ レ メ ン ト ７ ３ を 収 納 後 、 そ の 上 方 開 口 部 を 閉 鎖 す る 部
材 で 、 ケ ー ス 部 ７ １ 内 に 嵌 入 後 締 付 部 材 ７ ７ に よ り 一 体 に 固 定 さ れ る 。 蓋 部 ７ ２ に は 、 上
記 し た よ う に 図 １ 乃 至 図 ３ で 示 す リ タ ー ン 環 流 バ ル ブ ３ ０ が 一 体 に 形 成 さ れ る 。 図 １ 乃 至
図 ３ で 示 す も の と の 差 異 は 、 燃 料 フ ィ ル タ ７ ０ に 連 通 す る 管 部 材 ３ ６ を 折 り 曲 げ 管 状 部 材
７ ５ に 直 接 連 結 し て い る 点 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 組 み 付 け 後 の 燃 料 の 流 れ に つ い て 説 明 す る 。 外 気 温 等 の 変 化 に よ り 燃 料 タ ン ク ２ １ 内 の
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燃 料 の 温 度 が ３ ０ ℃ 以 上 よ り 下 が り ２ ０ ℃ 以 下 に な る と バ イ メ タ ル ６ ０ は 図 に 示 す よ う に
下 に 湾 曲 し 、 開 閉 弁 ６ ５ は 自 重 並 び に ス プ リ ン グ ６ ６ の 作 用 に よ り 下 動 し 、 弁 軸 ６ ５ ｂ の
先 端 は 連 絡 通 路 ３ ７ を 開 放 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 す る と 燃 料 タ ン ク ２ １ か ら の 燃 料 は 、 白 抜 き 矢 印 （ １ ） 、 リ タ ー ン 環 流 バ ル ブ ３ ０ 、 及
び 白 抜 き 矢 印 （ ２ ） よ り 管 状 部 材 ７ ５ を 介 し て ケ ー ス 部 ７ １ 下 方 の 下 部 空 間 ７ ４ に 流 入 す
る 。 下 部 空 間 ７ ４ に 流 入 し た 燃 料 は 下 部 空 間 ７ ４ 内 で 白 抜 き 矢 印 （ ３ ） で 示 す よ う に 反 転
し 上 方 に 向 か う が 、 そ の 時 燃 料 中 の 水 等 が 分 離 さ れ る 。 水 等 を 分 離 し た 燃 料 は エ レ メ ン ト
７ ３ 内 を 下 方 か ら 上 方 に 向 か っ て 通 過 し 、 ゴ ミ 等 の 不 純 物 を 除 去 し 白 抜 き 矢 印 （ ４ ） 、 （
５ ） で 示 す よ う に 流 出 管 ７ ６ よ り 流 出 し エ ン ジ ン ２ ０ に 送 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 そ し て エ ン ジ ン ２ ０ か ら の 余 剰 燃 料 は 、 そ の 一 部 が 図 ２ で 説 明 し た よ う に 連 絡 通 路 ３ ７
、 連 絡 路 ４ ４ 及 び 窪 み ４ ５ を 介 し て 管 部 材 ３ ６ に 流 入 す る 。 そ の 結 果 、 加 熱 さ れ た 燃 料 が
燃 料 フ ィ ル タ ７ ０ を 介 し て エ ン ジ ン ２ ０ に 送 ら れ る 。 そ の た め エ ン ジ ン ２ ０ の 暖 機 運 転 が
良 好 に 行 わ れ る と と も に 、 例 え ば 、 寒 冷 地 等 で 外 気 温 が ワ ッ ク ス が 析 出 す る 略 － ５ ℃ 以 下
の 時 に も 燃 料 フ ィ ル タ ２ ２ に 送 ら れ る 燃 料 は ワ ッ ク ス が 析 出 す る 温 度 以 上 に な る た め 、 ワ
ッ ク ス に よ り 燃 料 フ ィ ル タ ２ ２ が 目 詰 ま り す る こ と は な く な る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 な お 、 燃 料 タ ン ク ２ １ 内 の 燃 料 の 温 度 が 上 昇 す る 方 向 に あ り 、 そ の 温 度 が ３ ０ ℃ 以 上 に
な る と バ イ メ タ ル ６ ０ は 図 ３ に 示 す よ う に 上 に 湾 曲 し 、 開 閉 弁 ６ ５ の 弁 軸 ６ ５ ｂ の 先 端 は
、 連 絡 通 路 ３ ７ を 閉 鎖 す る 。 す る と 、 エ ン ジ ン ２ ０ か ら の 余 剰 燃 料 は 、 連 絡 通 路 ３ ７ を 介
し て 内 部 空 間 ６ ８ に 環 流 す る こ と な く 黒 塗 り 矢 印 （ ６ ） で 示 す よ う に そ の 全 量 は 燃 料 タ ン
ク ２ １ に 戻 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 前 記 実 施 例 の 構 成 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 に お い て 適
宜 設 計 変 更 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
【 図 １ 】 本 願 発 明 の リ タ ー ン 環 流 バ ル ブ が 組 み 込 ま れ た 燃 料 供 給 系 の 概 略 図
【 図 ２ 】 本 願 発 明 の 燃 料 温 度 が 低 い 場 合 の リ タ ー ン 環 流 バ ル ブ の 拡 大 断 面 図
【 図 ３ 】 本 願 発 明 の 燃 料 温 度 が 高 い 場 合 の リ タ ー ン 環 流 バ ル ブ の 拡 大 断 面 図
【 図 ４ 】 本 願 発 明 の 燃 料 温 度 が 低 い 場 合 の 他 の リ タ ー ン 環 流 バ ル ブ の 拡 大 断 面 図
【 図 ５ 】 従 来 の リ タ ー ン 環 流 バ ル ブ が 組 み 込 ま れ た 燃 料 供 給 系 の 概 略 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ２ ０ … エ ン ジ ン 　 　 　 　 　 　 　 ２ １ … 燃 料 タ ン ク
　 ２ ２ … 燃 料 フ ィ ル タ 　 　 　 　 　 ２ ３ … 燃 料 供 給 通 路
　 ２ ４ … リ タ ー ン 通 路 　 　 　 　 　 ３ ０ … リ タ ー ン 環 流 バ ル ブ
　 ３ １ … バ ル ブ 本 体 　 　 　 　 　 　 ３ ２ … リ タ ー ン 通 路 部
　 ３ ３ … 管 部 材 　 　 　 　 　 　 　 　 ３ ４ … 環 状 溝
　 ３ ５ … 燃 料 供 給 通 路 部 　 　 　 　 ３ ６ … 管 部 材
　 ３ ７ … 連 絡 通 路 　 　 　 　 　 　 　 ４ ０ … ス ペ ー サ 部 材
　 ４ １ … 底 部 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ４ ２ … 円 筒 部
　 ４ ３ … 先 端 円 筒 部 　 　 　 　 　 　 ４ ４ … 連 絡 路
　 ４ ５ … 窪 み 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ４ ６ … 穴
　 ４ ７ … 弁 孔 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ５ ０ … シ ー ト 部 材
　 ５ １ … 円 筒 体 部 　 　 　 　 　 　 　 ５ ２ … フ ラ ン ジ
　 ５ ３ … 環 状 突 起 　 　 　 　 　 　 　 ５ ４ … 凹 部
　 ５ ５ … Ｏ リ ン グ 　 　 　 　 　 　 　 ５ ６ … 段 部
　 ６ ０ … バ イ メ タ ル 　 　 　 　 　 　 ６ ５ … 開 閉 弁
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　 ６ ５ ａ … 弁 頭 　 　 　 　 　 　 　 　 ６ ５ ｂ … 弁 軸
　 ６ ６ … ス プ リ ン グ 　 　 　 　 　 　 ６ ７ … ビ ス
　 ６ ８ … 内 部 空 間 　 　 　 　 　 　 　 ７ ０ … 燃 料 フ ィ ル タ
　 ７ １ … ケ ー ス 部 　 　 　 　 　 　 　 ７ ２ … 蓋 部
　 ７ ３ … エ レ メ ン ト 　 　 　 　 　 　 ７ ４ … 下 部 空 間
　 ７ ５ … 管 状 部 材 　 　 　 　 　 　 　 ７ ６ … 流 出 管
　 ７ ７ … 締 付 部 材

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

(9) JP 2007-16658 A 2007.1.25



フロントページの続き

(72)発明者  村山　泰弘
            愛知県刈谷市昭和町１－１　株式会社デンソー内
(72)発明者  鈴木　雅詞
            愛知県刈谷市昭和町１－１　株式会社デンソー内

(10) JP 2007-16658 A 2007.1.25


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

